
総括表

収支予算書 （自  令和  2年  4月  1日  至  令和　3年  3月 31日）

（単位：円）
科 目 合 計 一般会計 調査研究受託 出版研修 前年度予算額

Ⅰ　事業活動収支の部
1.事業活動収入
　会  費  収  入 19,900,000 19,900,000 20,500,000
　事  業  収  入 72,100,000 72,000,000 100,000 54,900,000
　負 　担 　金　  収　 入 400,000 400,000 400,000
　雑  収  入 20,000 20,000 20,000

　　事業活動収入計 92,420,000 20,320,000 72,000,000 100,000 75,820,000
　2．事業活動支出
　事  業  費 49,640,000 5,150,000 44,210,000 280,000 58,091,000
　管  理  費 42,780,000 17,820,000 23,336,000 1,624,000 17,729,000
　事業活動支出計 92,420,000 22,970,000 67,546,000 1,904,000 75,820,000
　　事業活動収支差額 0 △ 2,650,000 4,454,000 △ 1,804,000 0

Ⅱ　投資活動収支の部
1.投資活動収入

特 定 預 金 取 崩 収 入 0 0 0 0 0
投資活動収入計 0 0 0 0 0

2.投資活動支出
投資活動支出計 0 0 0 0 0

　   投資活動収支差額 0 0 0 0 0
Ⅲ　財務活動収支の部 ------- ------- ------- ------- -------

　当期収支差額 0 △ 2,650,000 4,454,000 △ 1,804,000 0
 前期繰越収支差額 48,513,393 1,956,391 45,572,154 984,848 40,313,188

　次期繰越収支差額 48,513,393 △ 693,609 50,026,154 △ 819,152 40,313,188
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	本年度においても、下水道光ファイバーの更新からネットワークを活用した下水道事業の効率化・高度化方策までの幅広いテーマの調査研究を行い、多岐にわたる貴重な知見を得ることができた。
	詳細は以下のとおりである。
	（１） 光ファイバーケーブル及びネットワークに関する調査
	① 下水道光ファイバーの更新計画の考え方の整理
	下水道法の改正により下水道管内への光ファイバーケーブルの布設が可能となってから２０年以上経過し、日本電線工業会が推奨する交換時期に達している光ファイバーも散見されるようになってきた。下水道事業の重要データの通信を担う下水道光ファイバーにおいては、経年劣化による信頼性の低下を回避するため適切な更新の実施が不可欠である。
	一方、ネットワークを構成する下水道光ファイバーはケーブル毎に布設状況が異なる。通信の信頼性を向上させながら効率的・効果的に更新を行うには、布設後の経過時間だけではなく複数の要素を考慮しながら計画的に進めていく必要がある。
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	しかし、光伝送装置で形成した迂回路が遠距離送信となる場合には伝送損失が大きくなり、通信が確保できなくなる恐れがある。このようなケースでもネットワークの中に光中継器を設置することで、通信が行える可能性があるが、設置事例が少ない。
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	財政事情のひっ迫や人材不足が進む中で、高品質で持続可能な下水道事業の維持・向上を図るためには、ICTの活用が不可欠である。その一方で、自治体における新たな導入事例が少なく、下水道事業におけるICTの普及がなかなか進まない状況にある。
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	少子高齢化に伴う生産年齢人口の減少や働き方改革の進行による労働環境の整備等に対応するため、これまで以上に効率的な施設運用が必要になってきた。
	この状況に対処するため、今後の維持管理に必要な最新技術及び通信ネットワークを活用した次世代下水道システムの構築について調査研究を行った。
	主な調査項目は次のとおりである。
	(ｲ) 下水道光ファイバーネットワークの更なる利活用
	(ｳ) 次世代下水道システムの構築
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	当協会は新館の維持管理ゾーン（小間ＮｏB-430）に、２小間の広さのブースで出展した。ブースは展示会場のほぼ中央に位置し、多くの来場者が往来する通路に面するという非常に恵まれたロケーションでの下水道展参加となった。
	今回の出展テーマは、『「分かる」「伝える」「判断する」　～下水道ICTを「支える」下水道光ファイバー』とし、近年注目を浴びているICTを意識したものとした。
	展示ブースには、協会から下水道光ファイバー布設ロボットのパネル＆動画展示を行ったほか、出展に協力していただいた会員社（日本ヒューム、日立製作所、NJS、古河電工）より、各社が保有している技術・製品を紹介するパネルおよび実物展示を行った。
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	 パネル　　　人孔内布設用新フック
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	① 巻頭言　　「都市浸水リスク管理の高度化に向けて」　　東京大学教授　古米弘明　様
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	(ｱ) インタビュー「激甚化する自然災害、下水道はどう備えるのか」
	国土交通省水管理・国土保全局下水道部長　　　　 　　　植松龍二　様
	(ｲ) 横浜市における下水道光ファイバーの活用と今後の展開
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